








要約

 間接クームス法による妊婦不規則抗体スクリーニングの、不規則抗体による新生児溶血

性疾患に関する感度は 100%、特異度は 98.99%である。また、母体輸血時の溶血性副作用

に関する感度は 88.41%、特異度は 99.28%である。全国の分娩が年間 120 万件として、す

べての RhD(+)妊婦に不規則抗体スクリーニングを妊娠中 2 回実施すると、年間 44 億円必

要になると推定される。スクリーニングによる新生児溶血性疾患の改善を 5%とすると母

体と新生児を合わせた 1救命年あたりの費用は751 万円となる。スクリーニング検査を妊

娠中 1回だけとしたときの費用は 363万円となる。


